
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗濯衣類を撹拌するため洗濯槽に回転自在に配設する略円盤状の撹拌翼であって、

複数個の突出部を
形成し

洗濯機用撹拌翼。
【請求項２】
　突出部は、回転中心軸に対向して、かつこれに平行な稜線を持つ略平面部を有する請求
項１記載の洗濯機用撹拌翼。
【請求項３】
　突出部は、回転中心軸に対向して、かつこれに平行でない稜線を持つ略平面部を有する
請求項１記載の洗濯機用撹拌翼。
【請求項４】
　突出部は、回転方向に対して、対向する略傾斜面を有する請求項１～３のいずれか１項
に記載の洗濯機用撹拌翼。
【請求項５】
　突出部は、その外周側の側面を、回転中心軸側に向け傾斜する傾斜面とした請求項１～
４のいずれか１項に記載の洗濯機用撹拌翼。
【請求項６】
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中心
部位と外周部位の間が略凹曲面となるように基盤の上方基面を構成し、この基面の中心部
位と外周部位の中間点よりも外周部位側で、かつ周方向に間隔をおいて

、前記突出部の相互間に、前記突出部より高さが低く、中心寄りから外周寄りにま
たがった翼部を有する



　突出部は、その基盤との接続部分に略鉛直方向の面を形成した請求項３～５のいずれか
１項に記載の洗濯機用撹拌翼
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、洗濯槽に回転自在に配設し、洗濯衣類を撹拌する洗濯機用撹拌翼に関するも
のである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来より、日本においては、いわゆる渦巻式洗濯機と呼ばれる、洗濯槽の底部に撹拌翼
を設け、この回転によって渦巻撹拌水流を生じさせて洗濯する形式のものが実用化されて
いる。
【０００３】
　一般に、この種の撹拌翼は、図２４～図２６に示すように、洗濯槽の内径寸法に対して
ほぼ７０～９０％の外形寸法の略円盤状の基盤４０と、この基盤４０の中央部近傍から外
周近傍まで、略放射状に複数個の翼４１を備えているのが通常である。
【０００４】
　以上のような構成で、その動作を説明すると、撹拌翼を右回転－休止－左回転・・・・
と反転させ、その回転数は毎分約１２０回転に設定し、比較的低速で回転させる。このと
き、洗濯衣類に洗浄効果を与えるのは、撹拌翼により生じる水流の効果と、撹拌翼の翼４
１が回転することで、衣類と撹拌翼との間に発生する抵抗力により衣類を動かす効果の２
つに大別される。
【０００５】
　そこで、この二要素のもたらす効果について述べると、水流に乗せて動かす要素が強い
と、衣類は傷まず、また、よじれやからみが少ないが、洗浄力は弱いものとなる。一方、
衣類と撹拌翼との間に発生する抵抗力により衣類を動かす要素が強いと、洗浄むらや衣類
の傷みが大きく、また、よじれやからみが大きくなり、反面、洗浄効果は大きくなる。
【０００６】
　これら二要素のバランスをとり、洗浄力を確保しているのが通常である。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
　このような従来の構成では、衣類と撹拌翼との動きは、図２６に示すように、衣類と撹
拌翼との間に発生する抵抗力により異なる。図２６で、実線ａは撹拌翼の動きを示してお
り、点線ｂは撹拌翼の動きに対する衣類の動きを示している。
【０００８】
　図２６により衣類の動きを詳しく説明すると、撹拌翼付近の衣類は、撹拌翼が起動時で
は、撹拌翼と衣類との抵抗が少ないため、撹拌翼のみ回転して衣類は動かないが、撹拌翼
と衣類との抵抗が大きくなってから、撹拌翼の回転に追従して衣類が動き出し、撹拌翼の
定常状態ではほぼ同期する。そして、撹拌翼の回転が休止に入っても、回転翼の惰性回転
以上に衣類が回転する。
【０００９】
　このため、衣類のよじれが大きく、洗濯や脱水終了後に衣類を取り出すとき、ほぐす労
力が大きくなるという問題を有していた。
【００１０】
　本発明は上記課題を解決するもので、撹拌起動時および撹拌休止時に発生する撹拌翼と
衣類の回転位相差を少なくすることで、洗浄性能を維持しつつ、布のよじれや傷みを抑え
ることを目的としている。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上記目的を達成するために、洗濯衣類を撹拌するため洗濯槽に回転自在に配設
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する略円盤状の撹拌翼であって、

複数個の突出部を形成し
ものである。

【００１２】
　これにより、 撹拌起動時およ
び撹拌休止時に発生する撹拌翼と衣類の回転位相差を少なくすることができ、布のよじれ
や傷みを抑えつつ、洗浄性能を向上することができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
　本発明の請求項１に記載の発明は、洗濯衣類を撹拌するため洗濯槽に回転自在に配設す
る略円盤状の撹拌翼であって、

あり、 撹
拌起動時および撹拌休止時に発生する撹拌翼と衣類の回転位相差を少なくすることができ
、布のよじれや傷みを抑えつつ、洗浄性能を向上することができる。
【００１４】
　請求項２に記載の発明は、上記請求項１に記載の発明において、突出部は、回転中心軸
に対向して、かつこれに平行な稜線を持つ略平面部を有するものであり、衣類を回転中心
軸側に寄せつつ撹拌するため、撹拌翼から外周方向への力の分散が減少し、消費電力を低
減できる。
【００１５】
　請求項３に記載の発明は、上記請求項１に記載の発明において、突出部は、回転中心軸
に対向して、かつこれに平行でない稜線を持つ略平面部を有するものであり、衣類を洗濯
槽の中心側に寄せつつ撹拌するため、撹拌翼から外周方向への力の分散が減少するため、
消費電力を低減でき、かつ、衣類の動きが複雑になり洗いむらを小さくすることができる
。
【００１６】
　請求項４に記載の発明は、上記請求項１～３に記載の発明において、突出部は、回転方
向に対して、対向する略傾斜面を有するものであり、撹拌翼が回転したとき、衣類が洗濯
槽の上部方向へ移動しようとすることで、洗いむらを低減することができる。
【００１７】
　請求項５に記載の発明は、上記請求項１～４に記載の発明において、突出部は、その外
周側の側面を、回転中心軸側に向けに傾斜する傾斜面としたものであり、撹拌翼が回転し
たとき、衣類は突出部と洗濯槽との隙間が確保されているため、衣類が挟まり、抵抗とな
ることがなく、突出部への抵抗が減少し、消費電力も減少できる。
【００１８】
　請求項６に記載の発明は、上記請求項３～５に記載の発明において、突出部は、その基
盤との接続部分に略鉛直方向の面を形成したものであり、撹拌翼が回転したとき、水流を
おこし、衣類が少ない場合、突出部が衣類に機能しにくい場合でも、水流による洗浄効果
を確保できる
【００１９】

【実施例】
　以下、本発明の実施例について、図面を参照しながら説明する。
【００２０】
　（実施例１）
　図３に示すように、洗濯兼脱水槽（洗濯槽）１は、中央底部に撹拌翼２を回転自在に配
設している。水槽３は洗濯兼脱水槽１を内包し、この水槽３の外底部には基板４を固着し
、モータ５、排水弁装置６、洗濯兼脱水切替機構７などを配設しており、基板４の外縁部
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中心部位と外周部位の間が略凹曲面となるように基盤の
上方基面を構成し、この基面の中心部位と外周部位の中間点よりも外周部位側で、かつ周
方向に間隔をおいて 、前記突出部の相互間に、前記突出部より高
さが低く、中心寄りから外周寄りにまたがった翼部を有する

突出部相互間の翼部による水流効果が得られるとともに、

内、外周部位の間が略凹曲面となるように基盤の上方基面
を構成し、この基面の径方向中間点よりも外周で、かつ周方向に間隔をおいて複数個の突
出部を形成したもので 突出部相互間の翼部による水流効果が得られるとともに、

。

　



には防振装置８、吊り棒９を介して外枠１０の上部角隅より垂下支持している。外枠１０
の上部に上部カバー１１を設け、給水弁１２、電源スイッチ１３、制御装置１４などを配
設している。
【００２１】
　撹拌翼２は、図１および図２に示すように、その上面１５の中央部が球面上に盛り上が
った半球部になっており、外周方向に向かって基面１６が下降し、ある距離下降して基面
１６は水平面１７となり、中心部１８と外周部１９のほぼ中間点付近から外周方向に向か
って上昇する曲面を持たせて基盤２０を形成し、この基盤２０の上に、中心部１８と外周
部１９のほぼ中間点付近よりも外周よりに、略直方体状の突出部２１を形成している。
【００２２】
　突出部２１の個数ｎ、高さｈ、幅ｗは、撹拌翼２の基盤２０の半径ｒと洗濯機の洗濯容
量により異なるが、個数ｎ＝３の場合、高さｈは、半径ｒの２０～３０％の範囲にとった
のが良好な結果を示した。幅ｗについては、突出部２１間の距離が大きいほど衣類をひっ
かける効果があるため、幅ｗはｈ以下が好ましい。
【００２３】
　上記構成において、図４および図５を参照しながら動作を説明する。撹拌翼２を右回転
－休止－左回転・・・・と反転させ、その回転数は毎分約１２０回転程度で低速回転させ
る。
【００２４】
　衣類に洗浄効果を与えるのは、撹拌翼２の回転により生じる水流の効果と衣類と撹拌翼
２の間に発生する抵抗力により衣類を動かす効果の２つに大別される。
【００２５】
　上記構成の撹拌翼２を回転させると、撹拌翼２の基盤２０の中央部の中心部１８と外周
部１９のほぼ中間点までの間は、基面１６のみで形成しているので、この部分で衣類に対
して抵抗力は生じないため、衣類をひっかけて動かすことはない。
【００２６】
　つぎに、撹拌翼２の基盤２０の中心部１８と外周部１９のほぼ中間点から外周部１９で
は、図４に示すように、突出部２１相互間に水２２に浸かっている衣類２３が入り込むた
め、図５に示すように、撹拌翼２と衣類２３との回転位相差をほとんどなくして、衣類を
動かすことができる。なお、図５で、実線ａは撹拌翼の動きを示しており、点線ｂは撹拌
翼の動きに対する衣類２３の動きを示している。
【００２７】
　このように、撹拌翼２は、基盤２０の中央部の中心部１８と外周部１９のほぼ中間点ま
での間は、基面１６のみで形成し、中心部１８と外周部１９のほぼ中間点付近よりも外周
よりに略直方体状の突出部２１を形成しているので、起動時から衣類と撹拌翼２の回転位
相差がなく、撹拌翼２の回転が休止してからも、衣類が撹拌翼２の回転に追従しやすくな
る。このため、余分な布まわりが減少することができ、布傷み、布からみを減少すること
ができる。
【００２８】
　洗浄性能は、従来形状の撹拌翼２での衣類との回転位相による機械力伝達ロスがないた
め、小刻みな反転時限の水流（例えば、１．０秒オン－０．６秒オフ）、低い回転数（例
えば、毎分９０回転）で同等の性能が得られる。
【００２９】
　なお、本実施例では、洗濯兼脱水槽１の底部に配設した全自動洗濯機の撹拌翼２を例に
説明しているが、洗濯槽と脱水槽を併設した二槽式洗濯機の洗濯槽に併設しても同様の効
果が得られる。
【００３０】
　また、本実施例では、撹拌翼２は、基盤２０の上に中心部１８と外周部１９のほぼ中間
点付近よりも外周よりに、略直方体状の突出部２１を形成しているが、突出部２１は、略
直方体状の他、略多面体状、略多角錐体状、略円筒状、略円錐体状などであっても同様の
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作用効果を得ることができる。
【００３１】
　（実施例２）
　図６～図８に示すように、撹拌翼２ａは、基盤２０の中央部の中心部１８と外周部１９
のほぼ中間点までの間は基面１６のみで形成し、中心部１８と外周部１９のほぼ中間点付
近よりも外周よりに、回転軸２４に対向して、かつこれに平行な稜線２５を持つ略平面部
２６を有する突出部２７を形成している。他の構成は実施例１と同じである。
【００３２】
　上記構成において、撹拌翼２ａを回転させると、撹拌翼２ａの基盤２０の中央部の中心
部１８と外周部１９のほぼ中間点までの間は、基面１６のみで形成しているので、この部
分で衣類に対して抵抗力は生じないため、衣類をひっかけて動かすことはなく、基盤２０
の中心部１８と外周部１９のほぼ中間点から外周部１９では、突出部２１相互間に衣類が
入り込むため、撹拌翼２ａと衣類との回転位相差をほとんどなくして、衣類を動かすこと
ができる。
【００３３】
　したがって、起動時から衣類と撹拌翼２ａの回転位相差がなく、撹拌翼２ａの回転が休
止してからも、衣類が撹拌翼２ａの回転に追従しやすくなる。このため、余分な布まわり
が減少することができ、布傷み、布からみを減少することができる。
【００３４】
　さらに、突出部２７に回転方向に対して傾斜した略平面部２６があるため、撹拌翼２ａ
を図６の矢印Ａ方向に回転させたとき、衣類は、図６の矢印Ｂに示すように、外周方向へ
移動しようとする力は働かず、中心軸方向へ移動しようとする力が働く。したがって、衣
類が撹拌翼２ａ上に寄りやすくなり、洗濯兼脱水槽１と衣類間の抵抗が減少し、消費電力
も減少できる。
【００３５】
　（実施例３）
　図９～図１１に示すように、撹拌翼２ｂは、基盤２０の中央部の中心部１８と外周部１
９のほぼ中間点までの間は基面１６のみで形成し、中心部１８と外周部１９のほぼ中間点
付近よりも外周よりに、回転軸２４に対向して、かつこれに平行でない稜線２８を持つ略
平面部２９を有する突出部３０を形成している。この稜線２８の角度は、水平面に対し５
０～７０度程度とする。他の構成は実施例１と同じである。
【００３６】
　上記構成において、撹拌翼２ｂを回転させると、撹拌翼２ｂの基盤２０の中央部の中心
部１８と外周部１９のほぼ中間点までの間は、基面１６のみで形成しているので、この部
分で衣類に対して抵抗力は生じないため、衣類をひっかけて動かすことはなく、基盤２０
の中心部１８と外周部１９のほぼ中間点から外周部１９では、突出部３０相互間に衣類が
入り込むため、撹拌翼２ｂと衣類との回転位相差をほとんどなくして、衣類を動かすこと
ができる。
【００３７】
　したがって、起動時から衣類と撹拌翼２ｂの回転位相差がなく、撹拌翼２ｂの回転が休
止してからも、衣類が撹拌翼２ｂの回転に追従しやすくなる。このため、余分な布まわり
が減少することができ、布傷み、布からみを減少することができる。
【００３８】
　さらに、突出部３０に回転方向に対して傾斜した略平面部２９があるため、撹拌翼２ｂ
を図９の矢印Ａ方向に回転させたとき、衣類は、図９および図１０の矢印Ｂに示すように
、外周方向へ移動しようとする力は働かず、洗濯兼脱水槽１の中心方向へ移動しようとす
る力が働く。
【００３９】
　したがって、衣類が撹拌翼２ｂ上に寄りやすくなり、洗濯兼脱水槽１と衣類間の抵抗が
減少し、消費電力も減少できる。また、衣類が洗濯兼脱水槽１の中心方向へ移動しようと
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することで、洗いむらを低減することができる。
【００４０】
　（実施例４）
　図１２～図１４に示すように、撹拌翼２ｃは、基盤２０の中央部の中心部１８と外周部
１９のほぼ中間点までの間は基面１６のみで形成し、中心部１８と外周部１９のほぼ中間
点付近よりも外周よりに、回転方向に対して、対向する略傾斜面３１を有する突出部３２
を形成している。この略傾斜面２８の角度は約７０度とする。他の構成は実施例１と同じ
である。
【００４１】
　上記構成において、撹拌翼２ｃを回転させると、撹拌翼２ｃの基盤２０の中央部の中心
部１８と外周部１９のほぼ中間点までの間は、基面１６のみで形成しているので、この部
分で衣類に対して抵抗力は生じないため、衣類をひっかけて動かすことはなく、基盤２０
の中心部１８と外周部１９のほぼ中間点から外周部１９では、突出部３２相互間に衣類が
入り込むため、撹拌翼２ｃと衣類との回転位相差をほとんどなくして、衣類を動かすこと
ができる。
【００４２】
　したがって、起動時から衣類と撹拌翼２ｃの回転位相差がなく、撹拌翼２ｃの回転が休
止してからも、衣類が撹拌翼２ｃの回転に追従しやすくなる。このため、余分な布まわり
が減少することができ、布傷み、布からみを減少することができる。
【００４３】
　さらに、突出部３２に回転方向に対して傾斜している略傾斜面３１があるため、撹拌翼
２ｃを図１２の矢印Ａ方向に回転させたとき、衣類は、図１２および図１３の矢印Ｂに示
すように、洗濯兼脱水槽１の上部方向へ移動しようとする力が働く。したがって、衣類の
突出部３２への抵抗が減少し、消費電力も減少できる。また、衣類が洗濯兼脱水槽１の上
部方向へ移動しようとすることで、洗いむらを低減することができる。
【００４４】
　（実施例５）
　図１５および図１６に示すように、撹拌翼２ｄは、基盤２０の中央部の中心部１８と外
周部１９のほぼ中間点までの間は基面１６のみで形成し、中心部１８と外周部１９のほぼ
中間点付近よりも外周よりに、外周側の側面を、回転中心軸側に向け傾斜する略傾斜面３
３を有する突出部３４を形成している。この略傾斜面３３の角度は、洗濯兼脱水槽１の底
部の形状、モータ５のトルクにより決まるが、水平面に対し８０度程度とする。他の構成
は実施例１と同じである。
【００４５】
　上記構成において、撹拌翼２ｄを回転させると、撹拌翼２ｄの基盤２０の中央部の中心
部１８と外周部１９のほぼ中間点までの間は、基面１６のみで形成しているので、この部
分で衣類に対して抵抗力は生じないため、衣類をひっかけて動かすことはなく、基盤２０
の中心部１８と外周部１９のほぼ中間点から外周部１９では、突出部３４相互間に衣類が
入り込むため、撹拌翼２ｄと衣類との回転位相差をほとんどなくして、衣類を動かすこと
ができる。
【００４６】
　したがって、起動時から衣類と撹拌翼２ｄの回転位相差がなく、撹拌翼２ｄの回転が休
止してからも、衣類が撹拌翼２ｄの回転に追従しやすくなる。このため、余分な布まわり
が減少することができ、布傷み、布からみを減少することができる。
【００４７】
　さらに、突出部３４に外周側の側面に回転中心軸側に向け傾斜する略傾斜面３３がある
ため、撹拌翼２ｄが回転したとき、衣類は、突出部３４と洗濯兼脱水槽１との隙間が確保
されているため、衣類が挟まり、抵抗となることがなく、突出部３４への抵抗が減少し、
消費電力も減少できる。
【００４８】
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　（実施例６）
　図１７～図１９に示すように、撹拌翼２ｅは、基盤２０の中央部の中心部１８と外周部
１９のほぼ中間点までの間は基面１６のみで形成し、中心部１８と外周部１９のほぼ中間
点付近よりも外周よりに、基盤２０との接続部に略鉛直面３５を有する突出部３６を形成
している。略鉛直面３５の高さは、突出部３６の高さに対して、約２０％程度とれば、突
出部３６の効果を大きく損なわれない結果が出ている。他の構成は実施例１と同じである
。
【００４９】
　上記構成において、撹拌翼２ｅを回転させると、撹拌翼２ｅの基盤２０の中央部の中心
部１８と外周部１９のほぼ中間点までの間は、基面１６のみで形成しているので、この部
分で衣類に対して抵抗力は生じないため、衣類をひっかけて動かすことはなく、基盤２０
の中心部１８と外周部１９のほぼ中間点から外周部１９では、突出部３４相互間に衣類が
入り込むため、撹拌翼２ｅと衣類との回転位相差をほとんどなくして、衣類を動かすこと
ができる。
【００５０】
　したがって、起動時から衣類と撹拌翼２ｅの回転位相差がなく、撹拌翼２ｅの回転が休
止してからも、衣類が撹拌翼２ｅの回転に追従しやすくなる。このため、余分な布まわり
が減少することができ、布傷み、布からみを減少することができる。
【００５１】
　さらに、突出部３６にその基盤２０との接続部に略鉛直面３５を有しているため、撹拌
翼２ｅが回転したとき、水流をおこし、衣類が少ない場合、突出部３６が衣類に機能しに
くい場合でも、水流による洗浄効果を得ることができる。
【００５２】
　（実施例７）
　図２０および図２１に示すように、撹拌翼２ｆは、基盤２０の中央部の中心部１８と外
周部１９のほぼ中間点までの間は基面１６のみで形成し、中心部１８と外周部１９のほぼ
中間点付近よりも外周よりに突出部３７を有し、突出部３７の相互間に突出部３７より高
さが低く、基盤２０の中心部１８より外周部１９にまたがった翼部３８を有している。
【００５３】
　この翼部３８の最高点は、基盤２０の中心部１８と外周部１９のほぼ中間点付近にとり
、突出部３７が隆起してくる付近では下降させることで、突出部３７の効果を損なわれな
い結果が出ている。また、この翼部３８の形状は、目的とする衣類により異なる。他の構
成は実施例１と同じである。
【００５４】
　上記構成において、撹拌翼２ｆを回転させると、基盤２０の中心部１８と外周部１９の
ほぼ中間点から外周部１９では、突出部３４相互間に衣類が入り込むため、撹拌翼２ｆと
衣類との回転位相差をほとんどなくして、衣類を動かすことができる。
【００５５】
　したがって、起動時から衣類と撹拌翼２ｆの回転位相差がなく、撹拌翼２ｆの回転が休
止してからも、衣類が撹拌翼２ｆの回転に追従しやすくなる。このため、余分な布まわり
が減少することができ、布傷み、布からみを減少することができる。
【００５６】
　さらに、突出部３７相互間の翼部３８による水流効果が得られ、撹拌起動時および撹拌
休止時に発生する撹拌翼２ｆと衣類の回転位相差を少なくすることで、布のよじれや傷み
を抑えながら、洗浄性能をさらに向上することができる。
【００５７】
　（実施例８）
　図２２および図２３に示すように、撹拌翼２ｇは、基盤２０の中央部の中心部１８と外
周部１９のほぼ中間点までの間は基面１６のみで形成し、中心部１８と外周部１９のほぼ
中間点付近よりも外周よりに突出部３９を有し、突出部３９の相互間に突出部３９より高
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さが低く、かつ、突出部３９より内側に位置する内側突出部４０を有している。
【００５８】
　この内側突出部４０は、外周側の突出部３９の効果を損なわない形状で、かつ、外周側
の突出部３９の機能しない内側に寄った衣類に入り込みやすい形状であるのが望ましい。
他の構成は実施例１と同じである。
【００５９】
　上記構成において、撹拌翼２ｇを回転させると、基盤２０の中心部１８と外周部１９の
ほぼ中間点から外周部１９では、突出部３４相互間に衣類が入り込むため、撹拌翼２ｇと
衣類との回転位相差をほとんどなくして、衣類を動かすことができる。
【００６０】
　したがって、起動時から衣類と撹拌翼２ｇの回転位相差がなく、撹拌翼２ｇの回転が休
止してからも、衣類が撹拌翼２ｇの回転に追従しやすくなる。このため、余分な布まわり
が減少することができ、布傷み、布からみを減少することができる。
【００６１】
　さらに、突出部３９相互間の内側突出部４０が、撹拌起動時および撹拌休止時に発生す
る撹拌翼２ｇと衣類の回転位相差を少なくする効果を増幅し、さらに布のよじれや傷みを
抑えつつ、洗浄性能を向上することができる。
【００６２】
【発明の効果】
　以上のように本発明の請求項１に記載の発明によれば、洗濯衣類を撹拌するため洗濯槽
に回転自在に配設する略円盤状の撹拌翼であって、

複数個の突出部を形成し
から、

撹拌起動時および撹拌休止時に発生
する撹拌翼と衣類の回転位相差を少なくすることができ、布のよじれや傷みを抑えつつ、
洗浄性能を向上することができる。
【００６３】
　また、請求項２に記載の発明によれば、突出部は、回転中心軸に対向して、かつこれに
平行な稜線を持つ略平面部を有するから、衣類を回転中心軸側に寄せつつ撹拌するため、
撹拌翼から外周方向への力の分散が減少し、消費電力を低減できる。
【００６４】
　また、請求項３に記載の発明によれば、突出部は、回転中心軸に対向して、かつこれに
平行でない稜線を持つ略平面部を有するから、衣類を洗濯槽の中心側に寄せつつ撹拌する
ため、撹拌翼から外周方向への力の分散が減少するため、消費電力を低減でき、かつ、衣
類の動きが複雑になり洗いむらを小さくすることができる。
【００６５】
　また、請求項４に記載の発明によれば、突出部は、回転方向に対して、対向する略傾斜
面を有するから、撹拌翼が回転したとき、衣類が洗濯槽の上部方向へ移動しようとするこ
とで、洗いむらを低減することができる。
【００６６】
　また、請求項５に記載の発明によれば、突出部は、その外周側の側面を、回転中心軸側
に向けに傾斜する傾斜面としたから、撹拌翼が回転したとき、衣類は突出部と洗濯槽との
隙間が確保されているため、衣類が挟まり、抵抗となることがなく、突出部への抵抗が減
少し、消費電力も減少できる。
【００６７】
　また、請求項６に記載の発明によれば、突出部は、その基盤との接続部分に略鉛直方向
の面を形成したから、撹拌翼が回転したとき、水流をおこし、衣類が少ない場合、突出部
が衣類に機能しにくい場合でも、水流による洗浄効果を確保できる
【図面の簡単な説明】
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中心部位と外周部位の間が略凹曲面と
なるように基盤の上方基面を構成し、この基面の中心部位と外周部位の中間点よりも外周
部位側で、かつ周方向に間隔をおいて 、前記突出部の相互間に、
前記突出部より高さが低く、中心寄りから外周寄りにまたがった翼部を有する 突出
部相互間の翼部による水流効果が得られるとともに、

。



【図１】　本発明の第１の実施例の洗濯機用撹拌翼の上面図
【図２】　同洗濯機用撹拌翼の断面図
【図３】　同洗濯機用撹拌翼を備えた洗濯機の断面図
【図４】　同洗濯機用撹拌翼を円周方向に展開し衣類との関連を示す図
【図５】　同洗濯機用撹拌翼の動きと衣類の動きを示すタイムチャート
【図６】　本発明の第２の実施例の洗濯機用撹拌翼の上面図
【図７】　同洗濯機用撹拌翼の断面図
【図８】　同洗濯機用撹拌翼の要部斜視図
【図９】　本発明の第３の実施例の洗濯機用撹拌翼の上面図
【図１０】　同洗濯機用撹拌翼の断面図
【図１１】　同洗濯機用撹拌翼の要部斜視図
【図１２】　本発明の第４の実施例の洗濯機用撹拌翼の上面図
【図１３】　同洗濯機用撹拌翼の断面図
【図１４】　同洗濯機用撹拌翼の要部斜視図
【図１５】　本発明の第５の実施例の洗濯機用撹拌翼の上面図
【図１６】　同洗濯機用撹拌翼の断面図
【図１７】　本発明の第６の実施例の洗濯機用撹拌翼の上面図
【図１８】　同洗濯機用撹拌翼の断面図
【図１９】　同洗濯機用撹拌翼の要部斜視図
【図２０】　本発明の第７の実施例の洗濯機用撹拌翼の上面図
【図２１】　同洗濯機用撹拌翼の断面図
【図２２】　本発明の第８の実施例の洗濯機用撹拌翼の上面図
【図２３】　同洗濯機用撹拌翼の断面図
【図２４】　従来の洗濯機用撹拌翼の上面図
【図２５】　同洗濯機用撹拌翼の断面図
【図２６】　同洗濯機用撹拌翼の動きと衣類の動きを示すタイムチャート
【符号の説明】
　１　　洗濯兼脱水槽（洗濯槽）
　２　　撹拌翼
　２１　突出部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】
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